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はじめに


　辞書編集の大事な仕事の一つに、校正刷りを頭からひたすら読んで、手直しをしていくという作業がある。辞書は万全を期すために何回も校正を取るので、必然的に一冊の辞書を何度も読むことになる。

　よくそんな単調な仕事に堪えられますね、と雑誌や書籍の編集者に言われることもある。だが、校正刷りを繰り返し読んでいるうちに、面白い意味のことばや、気になることばに出会えるのだということに気づいてから、その作業がまったく苦にならなくなっていった。

　語源が気になることばもある。少し前までは年配者がよく使っていたことばと再会することもある。




　以前、そのようなちょっと古めかしい大人語のようなことばを集めた、『美しい日本語の辞典』という、引くというよりは読むための辞書を編集したことがある。日本人が長年にわたって育んできたことばの中には、このまま消滅させてしまうにはあまりにも惜しいことばが数多くあると思ったからである。同じ思いの人も多かったのか、ありがたいことに、毎年着実に版を重ねている。




　本書は、「日本語、どうでしょう？」という連載コラムの中から、その『美しい日本語の辞典』の延長という意図で書いたものをピックアップしている。

　「梅根性」のようにテレビドラマや、「六月無礼」のように新聞で見つけたことばに触発されて書き綴ったものもある。月の異名はすべての月を網羅しているわけではないのだが、これは比較的語源説が面白いと思われるものだけを選んだからである。




　味わい深い日本語や、懐かしい日本語、日本人として忘れてはいけない日本語を少しでも多く再確認していただければ幸いである。





二〇一四年五月吉日


神永　曉


新しい年を寿ことほいで


　「寿ぐ」は、ことばで祝福する、喜びを言う、祝いのことばを述べる、といった意味のことばである。

　「言こと祝ほく」から生まれた語で、現在でも「言祝ぐ」と書くこともある。「ほく（ほぐ）」は、よい結果が得られるように、祝福のことばを唱えるという意味である。

　この「ことほぐ」は、日本の言霊ことだま思想を反映した語であろうといわれている。言霊とは、ことばにあるとされていた霊力のことで、ことばには発せられたことばの内容どおりの状態を実現する力があると考えられていたのである。「ことほぐ」は古くから使われていた語で、『古事記』などにも用例が見られる。

　現代語としてもお祝い事に対して使われている。ただし、単なるお祝いというよりは、日本古来の精神的伝統にぴったり合ったお祝い事に使われることのほうが多いようである。

　そのため「新年を寿ぐ」「古希を言祝ぐ」「婚礼を寿ぐ」「創立80周年を言祝ぐ」のように、新年、結婚、長寿、事業の継続や達成などには使えても、受験の合格、卒業、選挙の当選祝いといった、あまり伝統的とはいえないお祝い事には避けたほうがよいであろう。

　


化粧まわしと紫色


　ある大関を取り上げたテレビ番組で、大関に昇進すると化粧まわしの馬簾ばれんと呼ばれる下飾りの部分に紫色を使うことが許されるということを知った。

　このように、ある地位以上の者にしか使用を許されない色のことを「禁色きんじき」というのだが、大相撲にもそれがあるとは知らなかった。

　大関以上に許される紫色は、古くから身分の高いものだけが着用を許される色とされている。

　清少納言の『枕草子』には、「なにもなにもむらさきなるものはめでたくこそあれ（何でもかでも、紫であるものはりっぱなのである）」（「めでたきもの」）とあるほどである。

　紫色の衣服の使用をめぐっては江戸時代に政治事件も起きている。歴史好きの方なら「紫衣しえ事件」という出来事をご存じであろう。寛永４年（１６２７）に後水尾天皇が大徳寺・妙心寺の僧に与えた紫衣着用の勅許を徳川幕府が無効であるとした事件で、これにより幕府は朝廷に対して優位性を示したとされている。紫衣というのは紫色の法衣ほうえや袈裟けさのことで、高徳の僧尼が朝廷から賜ったものである。幕府はこれに抗議した大徳寺の沢庵たくあん和尚1らを処罰している。

　紫色を使えるということは、これほど重い意味を持っているのである。大関になるとその色が許されるのは、それに恥じない名大関になってもらいたいという願いも込められているに違いない。







	

１．江戸初期の臨済宗の僧。諱いみなは宗彭そうほう。但馬国（兵庫県）の人。堺の陽春寺、和泉の南宗寺などに歴住し、慶長14年（１６０９）、37歳で大徳寺一五三世の住持となったが３日で退院。寺院法度・紫衣法度をめぐって幕府に抗弁し、寛永６年（１６２９）出羽国（山形県）上山かみのやまに流されたが、同９年許されて京へ帰った。後水尾上皇、のちに三代将軍家光の帰依をうけ、同15年には江戸品川に東海寺を開創。（『日本国語大辞典』） ⏎












「梅根性うめこんじょう」になっていませんか？


　「島国根性」とか「助平すけべい根性」などのように、あとに「根性」がつくことばには面白いものが多い。「梅根性」ということばをご存じだろうか。

　「梅根性」は普通の国語辞典には載っていないのだが、『日本国語大辞典』1（『日国』）には立項されている。『日国』によれば、




　（梅はなかなか酸味を失わないところから）しつこくて、なかなか変えがたい性質。




とある。意地ばかり張って、自分を変えようとしない意固地いこじな性格のことである。

　この語に対するのが、「柿根性かきこんじょう」。やはり、『日国』には項目があり、




　渋い柿がすぐ甘くなるような、変わりやすい性質。融通のきく性質。




とある。

　「梅根性」「柿根性」ともに江戸時代の用例があり、『日国』にも引用されている。　


　「いやしき諺ことわざにも梅根性、柿根性と申事あり。梅は黒やきにしてもすけ（酢気＝酸っぱさ）をあらためず。柿は一夜のあくにてそのまま甘あまくなり候」（仮名草子『祇園物語』〔１６４４年ごろ〕※一部読みやすくしました）




なのだそうである。







	

１．国語辞典。日本大辞典刊行会編。初版は昭和47～51年（１９７２～１９７６）刊、全20巻に約45万項目を収録。第２版は平成12～13年（２０００～２００１）刊、全13巻に約50万項目を収録。用例は文学作品・史料・仏典などから幅広く採集され、出典にはその成立年を付する。また、国語・方言・外来語のほか、各分野の専門語や人名・地名なども収め、百科事典としての性質も併せもつ。日国。（『デジタル大辞泉』） ⏎












卯月うづき八日ようか


　「卯月」とは陰暦４月の異称であるが、なぜ「卯月」というのかは諸説あってはっきりしない。「卯の花月」で「卯の花」の咲く月の意とも、「植月うつき」でイネの種を植える月の意ともいう。

　「卯の花」のことは唱歌「夏は来ぬ」でご存じの方も大勢いらっしゃるであろう。　　　　

　「うの花のにほふ垣根に、時鳥ほととぎす早もきなきて」。つい口ずさみたくなる美しい歌である。「卯の花」はウツギの花で、白く咲き乱れる様は古くからホトトギスとともに初夏の代表的な風物とされてきた。




　この月の８日を特に「卯月八日」といって、近くの高い山に登り、花を摘んで仏前に供える行事があった。また、この日は釈迦しゃかの誕生日ともされ、その誕生仏に甘茶をかけ、参拝者はそれをもらって飲む風習が生じた。この甘茶で墨をすり、紙に「千早振る卯月八日は吉日よかみさけ虫をせいばいぞする」と書き、便所や台所へ貼っておくと虫よけになるという俗信もある。「卯月八日を娘へも母はは張はる気」（『柳多留やなぎだる』1）。江戸の雑俳であるが、箱入り娘に付く「虫」まで防げたかどうかはわからない。







	

１．川柳集。一六七冊。呉陵軒可有ほか編。明和２～天保11年（１７６５～１８４０）刊。一～二十四編前半までは初代柄井川柳、以下五世まで代々の撰集。「川柳評万句合」の中から前句を省いても意味の通じる句を集めた小型本。川柳風・誹風狂句と称して川柳文学を確立した書。（『日本国語大辞典』） ⏎












「薫かおる」の歴史的仮名遣い


　「風薫る五月」などというときの、「薫る」の話である。

　シンガー・ソングライターの小椋おぐら佳けいさんに「シクラメンのかほり」という美しい歌がある。この歌のタイトルに使われた「かほり」だが、正しい歴史的仮名遣いは「かをり」だということをご存じの方は大勢いらっしゃるであろう。

　「かお（を）り」は「かお（を）る」の名詞形だが、「かお（を）る」の語源は、“香がそこにある”、すなわち「カ・ヲル（香居）」だという説がある。この説に従えば、存在する意味の「おる」の歴史的仮名遣いは「をる」なので、「かをる」で間違いないということになる。　

　だが、実は古典をひもとくと「かほる」「かほり」の例は数多く見つかるのである。たとえば、『日本国語大辞典』のすべての用例の中から「かほる」「かほり」を使っているものを探してみると、江戸時代の用例が圧倒的に多いものの、『源氏物語』などの平安時代の用例も多数見受けられる。写本で伝わることが多かった古典の場合、その仮名遣いは原本が成立したときのものではなく、写本が成立した時代のものであることも多いのだが、それにしても「かほる」「かほり」の時代的な広がりはかなり大きい。

　歴史的仮名遣いの愛好者には叱られてしまうかもしれないが、辞書には「かおる」の正しい歴史的仮名遣いは「かをる」であると書かれていても、個人的には「かほる」も繊細な響きがあって悪くないなと思っている。


“スズラン”の想い出


　スズランの異名をご存じだろうか？　筆者も知らなかったのだが、「きみかげそう」というらしい。漢字で書くと「君影草」。

　その名を知ったのは、ある読者からのお手紙であった。その方は亡くなられた奥様の追悼文集を執筆なさっていて、文中で奥様のことを、奥様が愛したスズランの異名「君影草」と呼びたいとお考えになったらしい。そしてその呼び名の根拠として、『日本国語大辞典』（『日国』）が引用している植物学者松村まつむら任三じんぞう1が編纂した『日本植物名彙めいい』（１８８４年刊）の用例の該当個所を教えてもらえないだろうかと問い合わせてきたのである。

　「君影草」なんていい名だな、と思いながら早速編集部にある『日本植物名彙』を見て、はたと困惑してしまった。辞典では引用していない部分にローマ字で「kimikakesō」とあるではないか。つまり、「キミカゲソウ」ではなく、「キミカケソウ」だった可能性が出てきたのである。　

　辞典の内容に関わることなので、いろいろと調べてみることにした。すると、「キミカケソウ」の古い例は『草木そうもく弄葩抄ろうはしょう』（１７３５年刊）で、これには「君かけ草」とある。漢字で書くと「君懸（掛）草」であろうか。

　また「キミカゲソウ」は、確認できたものとしては『稿本草木図説』（１８４５～１８６５年ごろ）が最も古い例であった。

　江戸時代の文献は清音濁音の区別を付けないものがあるので、「キミカケ」になっていても「キミカゲ」である可能性もあるのだが、『日本植物名彙』のローマ字表記を見るかぎり、かなり早い時期から「キミカケ」「キミカゲ」両用あったことが判明した。

　「君影草」と「君懸（掛）草」。清濁の違いはあるが、どちらもきれいな名である。

　その後、その読者からは、いまだに奥様に“懸想”しているので、「君懸草」としたいというお手紙をいただいた。

　『日国』の語釈にも少し手を加えなければならない。







	

１．植物学者。茨城県出身。幼名辰次郎。理科大教授、東大植物園長。わが国の植物と欧州植物の比較研究を行ない、日本の植物の分類学に貢献。本草学にも造詣が深い。著書『日本植物名彙』『帝国植物名鑑』『本草字典』など。安政３～昭和３年（１８５６～１９２８）（『日本国語大辞典』） ⏎












六月ろくがつ無礼ぶれい


　「六月無礼」ということばをご存じだろうか。

　陰暦の６月は暑さのきびしい時季なので、服装を略式にする無礼も許されるという意味である。今でいうクールビズに近い。

　２０１２年６月５日付けの『朝日新聞』の「天声人語」にこのことばが紹介されていたので、それで知った方も大勢いらっしゃることであろう。「天声人語」ではこのことばは「古く平家物語にも出てくるそうだ」としていたが、間違いではないが正確ではない。実はこのことばは『平家物語』の中でも長門ながと本と呼ばれる本文にしか出てこないからである。

　『平家物語』は異本が多く、一口に『平家物語』といっても本文の内容は諸本によって様々なのである。長門本は、活字化はされてはいるが、一般の読者が気軽に入手できるものではない。たとえば『新編　日本古典文学全集』（小学館）の『平家物語』は高野本と呼ばれる比較的流布しているテキストが底本になっているが、それと比べても内容がかなり異なっている。

　「六月無礼」は大型の国語辞典には載っていることばで、典拠を示していない『広辞苑』は別として、すべてこの長門本平家の用例が掲げられている。

　その用例は『日本国語大辞典』によると



　「六月無礼とて紐解かせ給ひ、入道も白衣に候ぞ」



とある。これだけだと状況がわかりにくいのだが、平氏討伐のいわゆる鹿ヶ谷の謀議を、多田行綱が５月29日夜更け方に平清盛の邸まで密告に行く場面である。入道というのはもちろん平清盛のこと。「白衣」は「しらえ」で、うす地の夏の衣服である。高野本平家にも密告の場面はあるのだが（巻二・西光被斬）、「六月無礼」の語は出てこない。

　この「六月無礼」は、長門本平家の用例しか見つかっていなかったため、長い間どれだけ広まっていたのかわからずにいた。ところが『故事俗信ことわざ大辞典　第二版』（小学館）で、『俚言集覧』（１８１８年ごろ）や『日本俚諺大全』（１９０６～１９０８年）といった江戸後期や明治後期のことわざの辞典にも掲載されていることがわかった。

　ようやくこれで、かなり古くから知られたことばであるといえるようになった。

　


雨が多いのに、なぜ「水無月みなづき」なのか？


　「水無月」とは陰暦６月の異称であるが、現在では梅雨の時季に重なるこの月をなぜ「水の無い月」と書くのか、ずっと疑問に思っていた。もちろん陰暦の場合、４、５、６月が夏なので、陰暦６月は一番日差しの強い夏の真っ盛りであるということは知っていた。だが陰暦６月に当たる新暦の７月だって、干ばつの年は別にして、雨がまったく降らないというわけではない。この月だけ「水が無い」という理由がわからなかったのである。

　そこで、『日本国語大辞典』を引いてみると……




　「な」は「ない」の意に意識されて「無」の字があてられるが、本来は「の」の意で、「水の月」「田に水を引く必要のある月」の意であろうという。




と説明されていて、ようやく納得がいった。

　この月は畑に水が「無い」ことは確かだが、「無い」ことを意味していたのではなく、畑に水が必要だということを意味した呼び名だったのである。つまり農事と深く関わることばだったわけだ。

　残る疑問はいつごろから「水無月」という表記が生まれたかということである。実はこれには有力な手がかりがある。平安時代後期の和歌の研究書『奥義抄おうぎしょう』1（１１３５～１１４４年）に「此月このつき俄にわかにあつくしてことに水泉すいせんかれつきたる故にみづなし月と云ふをあやまれり」とあるところから、かなり古くから「水無し月」と理解されていたことがわかる。







	

１．平安後期の歌学書。三巻。著者は藤原ふじわら清輔きよすけ。保延元年（１１３５）から天養元年（１１４４）の間の成立。初稿以来数次にわたって増補された。初稿本は現存しない。内容は序のほかに式（上巻）と釈（中・下巻）に分かれ、式は六義、六体以下歌病、所名に至る二十五条について論述し、釈は古歌万葉、古今から後拾遺にいたる勅撰集の中の語句を注釈している。（『日本国語大辞典』） ⏎












梅雨・つゆ・ばいう・Bai-u


　「梅雨」と書いて「つゆ」とも「ばいう」とも読む。夏至げし前後の雨や曇りの日が多く現れる時季のことである。

　この時季をなぜ「つゆ」というのか、実はあまりよくわかっていない。




・露の多い時節の意味

・「ツユ（露）」の意味

・物がしめりくさるところから「ツイユ（潰）」の意味

・梅が熟すところから「ツハル」の意味でそれが縮まった

・梅の熟する意で「ツヒユ（潰）」の意味




等々、諸説あるのだがこれといった決定打はない。水滴の意味の「露つゆ」と関連があるのかどうかもわからない。

　古くから「梅雨」と書かれてきたが、これはウメの実の熟するころに降る雨なのでこのように書かれてきたといわれている。また、カビ（黴）の生える時期でもあるので「黴雨ばいう」と書かれたこともあったらしい。




　ただこの「バイウ」は国際的にも立派に通用する語で、『オックスフォード英語大辞典』1にも「Bai-u」という見出し語がある。同辞書には、日本の初夏に降る雨といった意味の解説が簡略にほどこされている。ジメジメした日本の「梅雨」は、世界的にも知られているようだ。







	

１．イギリスで編集・発行された、最大の英語辞典。ＮＥＤ（新英語辞典）として１９２８年に全10巻で刊行したものを１９３３年に補遺を含めた全13巻に改装し、書名をThe Oxford English Dictionary とした（初版）。１９８９年に全20巻で第２版を刊行。見出し語数約50万、用例数は約２４０万で、歴史主義を特徴とする。略称ＯＥＤ。（『日本国語大辞典』） ⏎












文月ふみづき──語源いろいろ


　陰暦７月の異称で、「ふづき」ともいう。陰暦では７月から秋となる。

　７月をなぜ「文月」というのか、実はよくわかっていない。「雨が多いのに、なぜ「水無月」なのか？」の項でも引用した平安時代後期の和歌の研究書『奥義抄』には、「七夕に書物を供える意からフミヒラキヅキの誤り」とする説が見える。ほかに、稲の穂のフフミヅキ（含月）の意とする説（賀茂真淵『語意考』1１７６９年）、７月に書物の虫ぼしをするところからとする説（貝原好古『和爾雅わじか』2１６８８年）、墓参の習慣のある月という意からフヅキ（親月）の意とする説（行誉ぎょうよ『壒嚢鈔あいのうしょう』3１４４５～１４４６年）、秋風の立つ月の意でフミ（風微）月の義（本寂『和語わご私臆鈔しおくしょう』4１７８９年）など様々である。




　松尾芭蕉が越後の直江津で詠んだ句に「文月や六日も常の夜には似ず」がある（『おくのほそ道』）。この月は別名「七夕月たなばたづき」ともいい、７日には七夕祭りが行われる。芭蕉の句はそのことを念頭に置けば、句意はたやすく理解できるであろう。七夕前夜の直江津の町の浮き立った様子が詠まれているのである。

　ちなみに七夕の日は旅に随行した弟子の曽良そらによればあいにくの天気で、「風雨甚はなはだ」しかったという（『曽良旅日記』）。







	

１．江戸中期の語学書。一巻。賀茂真淵著。明和６年（１７６９）成立。寛政元年（１７８９）刊。荷田家の説をうけ、50音とその組織によって、国語の特質、語源、語義、活用等を論じた。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

２．江戸中期の辞書。八巻九冊。貝原好古編。元祿元年（１６８８）成立、同７年刊。中国の「爾雅」にならった国語辞書。日本で用いられる漢語を意義ごとに天文、地理、神祇、人倫などの24門に分類し、音訓を示し、漢文で解説を施す。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

３．室町中期の辞書。七巻本と十五巻本がある。行誉撰。文安２～３年（１４４５～１４４６）成立。仏教や風俗などに関する和漢の故事、国字、漢字の意味や起源など５３６項目について記した百科事典的なもの。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

４．江戸中期の語学書。十八冊。本寂著。 ⏎












なでしこ


　「なでしこジャパン」といえば、サッカー日本女子代表チームのことである。

　「なでしこジャパン」の「なでしこ」はもちろん「大和なでしこ」からきている。「大和なでしこ」は日本女性の清楚な美しさをたたえていう語だが、一般にその意味で使われるようになったのは江戸後期になってからのようで比較的新しいらしい。

　ただナデシコという花自体は、古くから美の対象とされている。たとえば万葉歌人の大伴おおともの家持やかもちは、




　わがやどに蒔まきしなでしこ　いつしかも花に咲きなむ　なそへつつ見む（『万葉集』巻八・一四四八）




という歌を詠んでいる。家持が後に妻となる坂上さかのうえの大嬢おおいらつめに贈った歌で、自分の家に蒔いたナデシコが咲いたら、その花をあなただと思って見よう、という意味である。なんとも美しい恋歌ではないか。この歌によって、その当時からナデシコの花が園芸植物として愛玩されていたこともわかる。

　ナデシコは秋の七草のひとつで、同じ万葉歌人山上やまのうえの憶良おくらには、それらを詠み込んだ有名な歌がある（『万葉集』巻八・一五三八）。

　ちなみに、母の日のシンボルの花であるカーネーションも同じナデシコ科の花である。


葉月はづきの異称


　陰暦８月は「葉月」と呼ばれていた。しかし、なぜそのように呼ばれていたのかは諸説あってよくわからない。代表的なものでも、「葉落月はおちづき」の略とする説（『奥義抄』『和爾雅』など）、「穂張月ほはりづき」で稲穂が張る月の意とする説（『語意考』『古事記伝』1）、初雁の来る月であるところから「ハツキ（初来）」の意とする説（『滑稽こっけい雑談ぞうだん』2）など様々である。ただ、いずれもこの月の風物から説明しようとしている点だけは共通しているようだ。


　陰暦８月は初秋・仲秋・晩秋と分けた「三秋」の中の月（仲秋）にあたり、特に15日の夜の月は「仲秋の名月」として古くから賞されてきた。

　秋真っ盛りともいえるこれらの風物によってこの月には「月見月つきみづき」「雁来月がんらいげつ」「木染月こぞめづき」など様々な異称がある。『日本国語大辞典』で調べると「葉月」以外にも実に33語もの異称が見える。詳細に比較検討したわけではないのだが、ほかの月の異称は20数語程度なので、最も多いといえそうだ。

　月の異名は、日本人の季節感と深く関わっていたことがわかると思う。







	

１．「古事記」の注釈書。四十八巻。本居宣長著。明和元年（１７６４）頃から執筆準備を始め、同４年起稿、寛政10年（１７９８）完成。寛政２～文政５年（１７９０～１８２２）刊。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

２．俳諧歳時記。二十四巻。其諺著。正徳３年（１７１３）序。四季の時令・行事・名物等約２３００項を月別に配列し、季語としての用法の解釈・意見を示したもの。後世への影響も大きい。（『日本国語大辞典』） ⏎












８月１日は何の日？


　８月１日は何の日？と聞かれたら、皆さんは何と答えるだろうか。

　江戸好きな人なら、おそらく徳川家康の江戸入府の日と答えるであろう。天正18年（１５９０）の（陰暦）８月１日、家康は初めて江戸城に入ったのである。

　家康の江戸入府よりも前から、この日は「八朔はっさく」と呼ばれ、農家でその年に取り入れした新しい稲などを、日ごろ恩顧を受けている主家や知人などに贈って祝う日であった。のちにこの風習が広まり、この日に上下貴賤きせんがそれぞれ贈り物をし合うという社交的な行事となっていくのである。

　鎌倉時代後期からは朝廷の行事としても行われ、武家の間でも広まっていく。

　家康はわざわざこの日を選んで江戸に入府したという説もある。

　そのようなこともあって江戸時代には武士の公式な祝日のひとつとなる。この日は大名・小名や直参の旗本などが白帷子しろかたびら1に長袴ながばかま2をつけて総登城し、将軍家へ祝辞を申し述べる行事が行われた。




　ちなみに「八朔」というと、食い意地の張っている筆者などは、真っ先にミカンの仲間を思い出す。「八朔」の「朔」は月の初めの日、すなわち「ついたち」の意味なので、冬に食べるミカンがなぜ「８月１日」という名前なのか長い間疑問に思っていた。

　これは、「八朔」ごろから果実が食べられるところからいわれたということらしいのだが、実際には、そのころはまだ果実は小さく食用に適さないようなので不思議である。スダチやユズなどのように香り付けに使うとか、何か別の用途があったのであろうか。







	

１．麻・絹などで織った白地の単衣ひとえ。七夕や八朔の頃に着る習慣があった。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

２．裾の長い袴。また、足先を覆って、裾を長く引くように仕立てた袴。近世の素袍すおう、大紋だいもん、長上下ながかみしもなどの礼服に着用した。（『日本国語大辞典』） ⏎












美しい夏のことばたち


　あるラジオのお昼の番組で、夏の美しい日本語を紹介してほしいと頼まれて話をしたことがある。

　その時取り上げたのは、「銀漢ぎんかん」1「油照あぶらでり」2「草くさいきれ」3「夏座敷なつざしき」4の４語であった。　

　放送の前に何語か候補として挙げたのだが、時間の都合でボツになったものがある。せっかくなので、この場を借りてそれらを紹介させていただきたい。

　ボツになったのはどういう語かというと、「夕涼ゆうすずみ」「蝉せみしぐれ」「海鳴うみなり」の３語である。




　夕涼みは、夏の夕方、戸外や縁側・縁台に座って涼を取ること。盥たらいに水を張って行水した後に夕涼みを楽しむ風習は、江戸時代からつい最近まで、庶民の生活に深く根付いていた。最近は縁側や縁台のある家は少なくなったが、節電が叫ばれている昨今はエアコンばかりに頼らず、夕方は外で涼んでみるのもいいかもしれない。

　蝉しぐれは、多くの蝉の、鳴きしきる声が、大きくなったり小さくなったりして、まるで時雨の降る音のように聞こえることをいう。芭蕉の「閑しづかさや巖いわにしみ入る蝉の声」（『おくのほそ道』）は蝉しぐれを詠んだ句として有名である。

　海鳴りは、台風や強い低気圧が海上にあるとき、近くの海岸で聞こえる遠雷のような音。静岡県遠州灘の海鳴り（波小僧とも呼ばれる）は、環境省選定の「残したい日本の音風景１００選」5になっているそうだ。

　いずれもいかにも夏を感じさせる日本語だと思う。







	

１．「ぎんが（銀河）」に同じ。晴れた夜空に、一筋の雲のようにかかる光の帯で、無数の星や星間物質が集中しているもの。地球からはその面を横から見ることになるので、その中央線は天球上にほぼ大円を描く。天の川。銀漢。銀渚。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

２．風がなく、薄日がじりじりと照りつけて蒸し暑い天候。八月前半に多い。あぶらひでり。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

３．草熱。夏、生い茂った草が強い日光に照りつけられて熱気を発すること。草いきり。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

４．夏季の座敷。特に、襖、障子などをはずして開け放し、涼しくしつらえた座敷。（『日本国語大辞典』） ⏎






	

５．環境省（当時環境庁）が２００６（平成８）年に「全国各地で人々が地域のシンボルとして大切にし、将来に残していきたいと願っている音の聞こえる環境（音風景）を広く公募し、音環境を保全する上で特に意義があると認められるもの」（「環境省選定　音風景１００選」ＨＰ）として１００の音風景を選んだ。 ⏎












長月ながつき──重陽の行事


　陰暦９月を「長月」というが、語源は明らかでない。ただ平安時代から、今でもそのようにいわれることの多い語源説のひとつ、夜がだんだん長くなる月の意の「夜長月」の略称だという説があった（『奥義抄』）。

　ほかにも、「稲熟月いなあがりつき」「稲刈月いなかりづき」「穂長月ほながづき」などの変化したものとする説もある。

　国文学者の折口おりくち信夫しのぶは、９月は４月同様長雨の時季で、「ながめ」と称する物忌ものいみの月だとした。平安時代には、９月は婚姻や洗髪を忌む月とされていたらしい。




　この月は菊の花の盛りにあたるため別名「菊月」ともいう。特に９月９日は「菊の節句」とも「重陽ちょうようの節句」とも呼ばれる。「重陽」とは、陰陽説で奇数を陽、偶数を陰と考え、陽の数つまり奇数の一番大きな数となる９が、日月で重なる佳日という意味である。この日には古くから「菊酒」を飲む習俗があった。「菊酒」とは菊で造った酒ではなく、菊の花を浮かべた酒である。

　現在ではこの日を特に祝うことは、全国的にみてもまれになってしまった。ただ、九州北部などではしっかりとこの習俗が残っている。有名な秋祭り「長崎くんち」1「唐津くんち」2がそれで、「くんち」とはこの「九日」つまり「くにち」に由来するといわれている。







	

１．長崎県長崎市の諏訪神社で10月７日から３日間行われる大祭。「龍踊じゃおどり」、「川船」などの奉納踊りが有名で、踊町おどりちょうごとにさまざまな演目がある。 ⏎






	

２．佐賀県唐津市で毎年11月に開催される唐津神社の例大祭。漆塗りの作り物を載せた14台の曳山ひきやまが町を練り歩く。 ⏎












語源でみる神無月かんなづき


　「神無月」は陰暦10月の異称である。その語源は、10月には日本国中の神々が出雲いずも大社に集まって、出雲以外の国々は「神無し月」になる（逆に出雲では「神在かみあり月」という）という説があまりにも有名だが、この説が必ずしも定説となっているわけではない。

　けっこう面白い説があるので、それらを簡略にご紹介したい。




（１）諸社に祭のない月であるから〔『徒然草』など〕

（２） 伊弉冉尊いざなみのみことが崩じた月であるから「神無月」という〔『世諺せげん問答もんどう』1など〕

（３）カミナヅキ（雷無月）の意〔『語意考』など〕

（４） 10の数より上はないので、カミナヅキ（上無月）の意〔『和爾雅』など〕

（５）新穀で酒を醸すことから、カミナシヅキ（醸成月）の義〔『嚶々おうおう筆語ひつご』2など〕

（６）ナにはナ（無）の意はない。神ノ月の意〔『万葉集類林』3など〕




　実はこれらはあまたある語源説の一部なのである。出雲以外は「神無し月」（出雲は「神在り月」）という説は確かに面白いが、ほかの説も負けてはいない。こじつけめいたものもあるが、それはそれでけっこう楽しめるのである。







	

１．室町後期。三巻一冊。一条兼良著の有識故実の書。 ⏎






	

２．江戸後期の随筆。二巻二冊。国学者野々口隆正著。国文学、歴史、有識故実の論考をまとめたもの。 ⏎






	

３．江戸中期の書。十五巻十五冊。海北若冲著。『万葉集』の組織的な辞書として最初のもの。
⏎












昔、「恋」は「孤悲」だった？


　かなり前の話だが「知られざる国語辞書の世界」というテレビ番組が放送されたことがある。その番組の中で、「ことばサミット」と称して、７冊の国語辞典の編集担当者が辞書について語り合うコーナーがあり、わが『日本国語大辞典』（『日国』）からも第２版の編集長が出演していた。　 　

　７冊の国語辞典とは８万項目前後の小型辞典から、20数万項目の中型辞典、そして『日国』のような大型辞典まで様々であった。番組ではその７冊の辞典の違いを際立たせるために、「恋」ということばをどのように解説しているか比較するということを行っていた。

　現代語中心の国語辞典は現在使われている意味を最初に示すので、中型辞典までは「恋」の語釈はすべて恋愛の感情という意味である。ところが、『日国』は原義から記述していく主義なので、ほかの辞典とはまったく異なった意味になる。このような意味である。




　人、土地、植物、季節などを思い慕うこと。めでいつくしむこと。




　この解説を読み上げることになった第２版の編集長は、こういう紹介の仕方は『日国』には不利だと不満を漏らしていた。そのあとの話の流れは、それぞれの辞書は恋愛感情という意味を、情緒的に記述しているか、客観的に記述しているかといった違いについてであったので、もっともなことである。だが筆者などは、「恋」という語は古くは恋愛感情を表しているだけでなく、求め慕う対象もかなり幅が広かったということをもっと掘り下げたほうが番組としても面白かったのではないかと思ったのだが、それは身びいき過ぎるであろうか。

　『日国』には先ずこのような用例が引用されている。




　「明日香河　川淀去らず　立つ霧の　思ひ過ぐべき　孤悲コヒにあらなくに〈山部赤人〉」（『万葉集』巻三・三二五）




　明日香川の川のよどんでいるところを離れずに立つ霧のように、すぐに消えてしまうようなわたしの恋（=思慕の情）ではないのに、といった意味であろうか。この「恋」には恋愛感情の意味はない。また、「孤悲」とする表記も興味深く、『日国』にはそれについて詳しい注記がある。長くなるが引用する。




　目の前にない対象を求め慕う心情をいうが、その気持の裏側には、求める対象と共にいないことの悲しさや一人でいることの寂しさがある。その点、『万葉』で多用された『孤悲』という表記は漢籍の影響も指摘されてはいるが、当時の解釈をよく表わしている。




　古代人の「恋」という語のとらえ方がわかって面白い。何やら宣伝めいてしまうが、辞書の中には、こうしたことばの歴史を学べるものもあるのである。


「霜月しもつき」は神が帰る月？


　「霜月」という陰暦11月の異称はいかにも冬らしい呼び名である。ほぼ太陽暦の12月にあたり、この月になると霜が降りるようになるところから「霜降月」といったのが、「霜月」に転じたといわれている。

　「霜月」以外にもこの月の異称は多く、「神帰月かみかえりづき」「神楽月かぐらづき」「雪待月ゆきまちづき」などともいう。

　面白いのは「神帰月」。これは、陰暦10月（神無月）に出雲大社に集まった神々が、この月になるともとの国へ帰り来ることからだというのである。全国の神が帰ってしまっても、出雲の神はそのままいるのだから、出雲では「神無月」になることはないのであろう。

　「神楽月」は、この月には稲の収穫を祝うなどして、神楽を奏することが多いためという。




　知らず来て四方よもの宮居みやいの神楽月

　　　　　　　　　　　　　　　　立つ榊葉さかきばの音のさやけき




　室町時代の歌集『蔵玉ぞうぎょく和歌集』に収録されている藤原定家作とされる和歌である。定家の実作かどうかは疑わしいが、「神楽月」ということばをうまく詠み込んだ和歌だと思う。


「おおみそか」と「おおつごもり」


　一年の最終日である「大晦日」は、「おおみそか」とも「おおつごもり」とも読まれる。現在では「おおみそか」のほうが一般的な言い方であろうが。

　みそかは月の初めから30番目の日、すなわち月の末日のことで、特に12月の末日を「おおみそか」というようになったのである。

　つごもりはツキコモリで、月の光がまったく見えなくなるころをいったらしい。陰暦ではそれは月の終わりごろにあたるので、月の下旬や月の末日の意味になり、やはり年の最後の日を「おおつごもり」と呼ぶようになったようである。




　井原西鶴晩年の『世間せけん胸算用むねさんよう』には「大晦日おおつごもりは一日千金」という副題が付けられていて、居留守やけんか仕掛け、亭主の入れ替わりなど様々な手を使って借金取りを追い返し、なんとか大晦日を切り抜けていこうとする町人たちの生きざまが描かれている。

　また西鶴には「大晦日」を詠んだ、「大おお三十日みそか定さだめなき世の定哉」という句もある。

　今でこそ大晦日は、「紅白」を見たり、カウントダウンイベントに立ち会ったり、年越し蕎麦を食べたり、除夜の鐘をついたり聞いたりする日というイメージが強いが、江戸時代はまさに一年の総決算、勝負の日だったのである。


「少年老いやすく学なり難し」の作者とは？


　辞書にも思い込みはあるという話である。

　「少年易老学難成（少年老いやすく　学なりがたし）」という漢詩の一節をご存じの方も大勢いらっしゃると思う。「若いと思っているうちにすぐに年老いてしまい、志す学問は遅々として進まない。年月は移りやすいので寸刻をおしんで勉強せよということ」（『日本国語大辞典　第２版』(『日国』)）という意味である。

　この詩句は長い間、中国南宋の思想家朱熹しゅきの作だと信じられてきた。朱熹（１１３０～１２００）は朱子しゅしとも呼ばれ、その学説朱子学は日本にももたらされ、江戸時代には幕府から官学として保護を受けている。この詩はその朱熹の「偶成詩」だといわれていた。なぜそうなったのかというと、明治時代の漢文教科書に朱熹の作として掲載されていたかららしい。各辞典は何の疑問も抱かずにそれを踏襲していたのである。ただ、朱熹の詩文集にこの詩がないということは一部では知られていたことであったらしい。

　先行するほかの辞典を真似るからそういうことになるのだといわれればそれまでなのだが、朱熹作という思い込みはごく最近まで続いていた。




　ところが、平成になって間もないころ、作者問題を論じた画期的な論文が、柳瀬やなせ喜代志きよし氏、岩山いわやま泰三たいぞう氏という二人の研究者から相次いで発表された。紙面の都合で詳細は省くが、いずれも日本の禅僧の作であるという説である。

　たまたまではあるが、岩山泰三氏には『日国』第２版の編纂作業にご協力いただいていた。そのため岩山氏のご教示もあって、第２版では朱熹説は疑問で、江戸時代初期に五山派の禅僧の詩を集成した『翰林かんりん五鳳集ごほうしゅう』に収録されている、室町前期の五山僧惟肖いしょう得巖とくがん（１３６０～１４３７）1の作ではないかという補注を付け加えた。

　だが、さらに第２版刊行後の２００５年に、朝倉あさくら和ひとし氏が室町時代に京都の相国しょうこく寺じの住持だった観中かんちゅう中諦ちゅうたい（１３４２～１４０６）2の語録・詩文集『青嶂集せいしょうしゅう』にこの詩が見えるとし、これが当該詩の出典としては最も古い作品であると指摘した。朝倉氏の説は第２版には間に合わなかったのだが、今後第３版の改訂作業ではこの説も検討することになるであろう。

　これらの諸説を受けて、近年は朱熹説は疑問であるとしている辞典も増え始めている。作者問題は必ずしも決着をみたわけではないが、地道な研究が長年の辞書の思い込みを変えつつあるのである。







	

１．南北朝‐室町時代の僧。延文５＝正平しょうへい15年生まれ。備後びんご（広島県）の人。臨済りんざい宗。草堂得芳の法をつぐ。応永18年（１４１１）将軍足利義持の命で相国寺で学芸をおしえ、のち天竜寺、南禅寺などの住持をつとめた。（『日本人名大辞典』） ⏎






	

２．南北朝‐室町時代の僧。康永元＝興国３年生まれ。臨済宗。夢窓疎石に師事してその法をつぐ。応安６＝文中２年（１３７３）元（中国）にわたるが、紅巾こうきんの乱後で道路事情がわるく、まもなく帰国。京都等持寺住持などをへて応永７年相国寺の住持となった。（『日本人名大辞典』） ⏎
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